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個性輝く世界都市

希望あふれる人間都市

【めざす都市像】

【まちづくりの基本姿勢】 【キーワード】

まちづくり 前期基本計画の基本施策【39項目】の方針（8項目）

　長崎市第五次総合計画（計画期間：令和４～12 年度）は、長崎
市の将来の都市像とその実現のために必要な施策を掲げています。
　基本構想では、長崎市が「めざす都市像」や「まちづくりの基本姿
勢」とともに、第五次総合計画の最終年度である令和 12 年度（２０３
０年度）までにめざすまちの姿を「めざす２０３０年の姿」として掲げ、そ
れを実現するための８つの「まちづくりの方針」を定めています。
　前期基本計画では、「まちづくりの方針」に基づき、前半の４年間
（令和４～７年度）において、「めざす２０３０年の姿」を実現するために
取り組む各種施策を体系づけています。

B

私たちは「独自 の歴史・文化を活かし、多様
な交流と満足を 生み出すまち」をめざします

私たちは「平 和を愛し、平和の文化
を育むまち」 をめざします

私たちは「人 や企業に選ばれ、産業
が進化し続け るまち」をめざします

私たちは「環 境と調和した持続可能
なまち」をめ ざします

私たちは「未来 を創る人を育み、だれもが
学び、楽しみ続 けられるまち」をめざします

私たちは「参画 と協働によるまちづくりと確
かな行政経営 を進めるまち」をめざします

私たちは「だ れもが安全安心で快
適に暮らし 続けられるまち」をめ
ざします

私たちは「み んなで支え合い、だれ
もが健康に いきいきと暮らせるま
ち」をめざし ます

【めざす2030年の姿】

A1
A2
A3

B1
B2
B3

被爆の実相を継承します
核兵器廃絶の実現に向け、着実に歩みを進めます
平和の文化を醸成します

C1
C2
C3
C4
C5

地場事業者の成長を支援します
人や企業を呼び込み、新たな事業を創出して、産業を強くします
次世代につながる農林業を育てます
水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な産業にします
地元農水産物の消費を拡大します

D1
D2
D3
D4

脱炭素社会の実現をめざします
資源を守り大切にする社会の実現をめざします
豊かな地域環境を守り活かします
環境意識・行動の定着を図ります

H1
H2
H3

市民との良好なコミュニケーションを図ります
参画と協働による持続可能なまちづくりを進めます
市民に信頼される市役所にします

G1
G2
G3
G4

長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを育みます
だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会をつくります
スポーツ・レクリエーションの振興を図ります
芸術文化あふれる暮らしを創出します

E1
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8

地域の連携・協力を促進し、防災体制の充実を図ります
犯罪、交通事故のない地域づくりを進めます
安心できる消費生活環境をつくります
暮らしやすいコンパクトな市街地を形成します
安全・安心で快適な住環境をつくります
車や公共交通による移動の円滑化を図ります
安全・安心で快適な道路・公園をつくります
水道水を安定して供給し、下水を適正に処理します

F1
F2
F3
F4
F5
F6
F7
F8
F9

人権が尊重され、様々な分野で男女が参画するまちをめざします
高齢者が安心して自分らしい暮らしを続けられる地域づくりを進めます
障害者が安心して自分らしく暮らせるまちづくりを進めます
子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちづくりを進めます
原爆被爆者の援護を充実します
生活困窮者等が将来への希望を持てる支援を充実します
自らすすめる健康づくりを推進します
安心できる衛生環境を確保します
安心できる医療環境の充実を図ります

市民等がお互いにつながることで、まち全体
がネットワーク化し、文化や産業等の長崎市
が持つ様々な価値を高めながら、世界にも
通用する新たな価値や仕組みを創造してい
くという姿勢でまちづくりを進める

●つながりと創造で新しい長崎へ ●QOL（生活の質）
●ダイバーシティ（多様性）
●テクノロジー（科学技術）
●サステナビリティ（持続可能性）
●レジリエンス（しなやかな強さ）

人間性が尊重され、お互いの個性を認め合い、
他者を思いやり支え合いながら、子どもから高
齢者までライフステージに応じてだれもが豊
かでいきいきと、幸福に暮らせる都市の姿

●「人間都市」とは

平和、交流、産業などを通して長崎ならではの
価値を世界に向けて発信するとともに、長崎に
しかできない役割を果たし、世界に貢献するこ
とで、「世界のナガサキ」としてキラリと光る存
在感のある都市の姿

●「世界都市」とは

地域の個性を守り、活かし、伝えます
交流のための都市機能を高め、賑わいを創出し、観光まちづくりを進めます
国際性を豊かにします
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第五次総合計画の体系図
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A1 地域の個性を守り、活かし、伝えます
 文化財課

基本施策

2025年度にめざす姿（なにが、どうなっている）

対　　　象 意　　　図

歴史文化遺産・景観・自然が
かけがえのない個性として、地域の中で大切に守られ、
活かされ、伝えられている。

めざす姿を達成するための個別施策

Ａ１－１ 歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

Ａ１－２ 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

Ａ１－３ 地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

成果指標

成果指標 基準値 目標値

文化財の指定等件数[累計] 254件
（Ｒ２年度）

257件
（Ｒ７年度）

主要な歴史文化施設を訪れたことがある市民の割合 66.5％
（Ｒ２年度）

69.0％
（Ｒ７年度）

長崎の街並みや景観に誇りを感じる市民の割合 89.0%
（Ｒ２年度）

90.0%
（Ｒ７年度）

関連するSDGs

Ⅰ　うまくいっていること、強み、チャンス

●２つの世界遺産＊登録により、歴史文化遺産保全の機運が高まり、文化財の保存整備が進んでいる。

●歴史が生んだ多様で多くの文化財がある。

●出島メッセ長崎＊及び西九州新幹線の開業により交流が拡大し、ユニークベニュー＊など文化財の更なる活用
が見込まれる。

Ⅱ　うまくいっていないこと、弱み、脅威

●文化財の保存整備には多くの財源と技術者を要するため、保存整備を行うべき物件のすべてに着手できてい
ない。
●文化財によっては活用方法が限定され、市民や来訪者のニーズと合致していないものがある。

●老朽化により傷んだ文化財が多い。

●地域における少子高齢化等により伝統芸能など無形の文化財において後継者が不足している。
●所有者の高齢化等により、文化財の保存整備が困難となっているものがある。

Ⅲ　取組方針

①文化財の指定等の推進
●多様で多くの文化財を適切に保護するため、指定等を推進します。

②文化財の保存整備・活用
●洋館などの有形文化財、出島などの史跡及び世界遺産の構成資産等を地域で継承していくため、保存整備を計画的に
行うとともに、保存整備に係る知識や技術を習得するための機会をつくります。

●歴史文化遺産の活用にあたっては、その特性・価値を活かしながら、広く民間と連携・協力し、より魅力的で効果的
な企画・運営等を進めます。

●地域独自の伝統や文化を継承するため、後継者の育成を支援し、伝統芸能など無形の文化財の保存を図ります。

 文化財課

歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります個別施策
Ａ１－１

うまくいっていること

強み

チャンス

うまくいって
いないこと

弱み

脅威

2025年度にめざす姿（なにが、どうなっている）

対　　　象 意　　　図

歴史文化遺産が 適切に保存継承され、広く公開・活用が図られている。

現状分析と取組方針
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A

関連するSDGs

関連する計画等
●長崎市文化財保護条例
●長崎市歴史文化基本構想
●長崎市歴史的風致維持向上計画
●個別保存活用計画
●史跡「出島和蘭商館跡」復元整備計
画

●出島条例
●国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存
活用計画

●世界遺産推薦書
●管理保全計画
●修復・整備活用計画

●包括的保存計画
●長崎市景観計画

1 2

6 7

3

4

5

8

9

10

11

121 基本施策
まちづくりの方針に基づいた基本施
策を記載しています。

5 成果指標
施策の成果を客観的な数値で測るた
めの指標を記載しています

7 目標値
2025 年度（令和７年度）の目標値
を記載しています。

9 個別施策
基本施策のめざす姿を達成するための個別
の施策を記載しています。

11 取組方針
個別施策のめざす姿を実現するための取組み
に関する具体的な方針を記載しています。

12 関連する計画等
個別施策に関連する条例や、計画等を記載
しています

10 現状分析
●「うまくいっていること」、「うまくいっていないこと」
これまでの取組みを振り返り、うまくいっていること（うまくいっ
ていないこと）を記載しています。
●「強み」、「弱み」
めざす姿を実現するうえでプラス（マイナス）要素となる内部環境
（長崎市が有する特徴など）を記載しています。　
●「チャンス」、「脅威」
めざす姿を実現するうえでプラス（マイナス）要素となる外部環境
（時代の流れや社会経済動向など）を記載しています。

6 基準値
目標値を設定する際の基準となる数
値を記載しています。
直近値を原則としますが、コロナ禍
の影響等により、直近値が異常値と
なる場合などは、各指標の状況に応
じて、直近値以外の数値を設定して
います。

2 所管課
各施策をとりまとめる所属を記載し
ています。

3 2025 年度にめざす姿
基本施策を推進することにより、「な
にがどうなっている」状態をめざす
のかを記載しています。

8 関連するＳＤＧｓ
ＳＤＧｓの 17 のゴールのうち、施
策内容に関連するゴールを記載して
います。

4 めざす姿を達成するための個別施策
基本施策のめざす姿を達成するため
の個別の施策を記載しています。

基本計画の構成と見方2
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A1 地域の個性を守り、活かし、伝えます
 文化財課

基本施策

2025年度にめざす姿（なにが、どうなっている）

対　　　象 意　　　図

歴史文化遺産・景観・自然が
かけがえのない個性として、地域の中で大切に守られ、
活かされ、伝えられている。

めざす姿を達成するための個別施策

Ａ１－１ 歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

Ａ１－２ 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

Ａ１－３ 地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

成果指標

成果指標 基準値 目標値

文化財の指定等件数[累計] 254件
（Ｒ２年度）

257件
（Ｒ７年度）

主要な歴史文化施設を訪れたことがある市民の割合 66.5％
（Ｒ２年度）

69.0％
（Ｒ７年度）

長崎の街並みや景観に誇りを感じる市民の割合 89.0%
（Ｒ２年度）

90.0%
（Ｒ７年度）

関連するSDGs

Ⅰ　うまくいっていること、強み、チャンス

●２つの世界遺産＊登録により、歴史文化遺産保全の機運が高まり、文化財の保存整備が進んでいる。

●歴史が生んだ多様で多くの文化財がある。

●出島メッセ長崎＊及び西九州新幹線の開業により交流が拡大し、ユニークベニュー＊など文化財の更なる活用
が見込まれる。

Ⅱ　うまくいっていないこと、弱み、脅威

●文化財の保存整備には多くの財源と技術者を要するため、保存整備を行うべき物件のすべてに着手できてい
ない。
●文化財によっては活用方法が限定され、市民や来訪者のニーズと合致していないものがある。

●老朽化により傷んだ文化財が多い。

●地域における少子高齢化等により伝統芸能など無形の文化財において後継者が不足している。
●所有者の高齢化等により、文化財の保存整備が困難となっているものがある。

Ⅲ　取組方針

①文化財の指定等の推進
●多様で多くの文化財を適切に保護するため、指定等を推進します。
②文化財の保存整備・活用
●洋館などの有形文化財、出島などの史跡及び世界遺産の構成資産等を地域で継承していくため、保存整備を計画的に
行うとともに、保存整備に係る知識や技術を習得するための機会をつくります。
●歴史文化遺産の活用にあたっては、その特性・価値を活かしながら、広く民間と連携・協力し、より魅力的で効果的
な企画・運営等を進めます。
●地域独自の伝統や文化を継承するため、後継者の育成を支援し、伝統芸能など無形の文化財の保存を図ります。

 文化財課

歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります個別施策
Ａ１－１

うまくいっていること

強み

チャンス

うまくいって
いないこと

弱み

脅威

2025年度にめざす姿（なにが、どうなっている）

対　　　象 意　　　図

歴史文化遺産が 適切に保存継承され、広く公開・活用が図られている。

現状分析と取組方針
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期
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計
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人
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想

A
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E

F

G

H

A

関連するSDGs

関連する計画等
●長崎市文化財保護条例
●長崎市歴史文化基本構想
●長崎市歴史的風致維持向上計画
●個別保存活用計画
●史跡「出島和蘭商館跡」復元整備計
画

●出島条例
●国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存
活用計画
●世界遺産推薦書
●管理保全計画
●修復・整備活用計画

●包括的保存計画
●長崎市景観計画

1 2

6 7

3

4

5

8

9

10

11

121 基本施策
まちづくりの方針に基づいた基本施
策を記載しています。

5 成果指標
施策の成果を客観的な数値で測るた
めの指標を記載しています

7 目標値
2025 年度（令和７年度）の目標値
を記載しています。

9 個別施策
基本施策のめざす姿を達成するための個別
の施策を記載しています。

11 取組方針
個別施策のめざす姿を実現するための取組み
に関する具体的な方針を記載しています。

12 関連する計画等
個別施策に関連する条例や、計画等を記載
しています

10 現状分析
●「うまくいっていること」、「うまくいっていないこと」
これまでの取組みを振り返り、うまくいっていること（うまくいっ
ていないこと）を記載しています。
●「強み」、「弱み」
めざす姿を実現するうえでプラス（マイナス）要素となる内部環境
（長崎市が有する特徴など）を記載しています。　
●「チャンス」、「脅威」
めざす姿を実現するうえでプラス（マイナス）要素となる外部環境
（時代の流れや社会経済動向など）を記載しています。

6 基準値
目標値を設定する際の基準となる数
値を記載しています。
直近値を原則としますが、コロナ禍
の影響等により、直近値が異常値と
なる場合などは、各指標の状況に応
じて、直近値以外の数値を設定して
います。

2 所管課
各施策をとりまとめる所属を記載し
ています。

3 2025 年度にめざす姿
基本施策を推進することにより、「な
にがどうなっている」状態をめざす
のかを記載しています。

8 関連するＳＤＧｓ
ＳＤＧｓの 17 のゴールのうち、施
策内容に関連するゴールを記載して
います。

4 めざす姿を達成するための個別施策
基本施策のめざす姿を達成するため
の個別の施策を記載しています。
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